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【
調
査
中
間
報
告
】

　
　
　

中
央
大
学
所
蔵
「
学
徒
出
陣
」
関
係
史
料
を
巡
っ
て

 

奥　

平　
　

晋　
　

は
じ
め
に

　

一
九
四
三
年
一
〇
月
二
日
、
在
学
徴
集
延
期
臨
時
特
例
（
勅
令
七
五
五
）
が
公
布
、
即
日
施
行
さ
れ
た
。
こ
こ
に
至
り
、
高
等
教
育
機

関
に
在
学
す
る
徴
兵
年
齢
に
達
し
た
学
生
生
徒
（
学
徒
）
の
在
学
徴
集
延
期
は
停
止
さ
れ
る
。
加
え
て
、
理
工
医
系
及
び
教
員
養
成
系
諸

学
校
の
在
学
者
を
除
き
、
直
ち
に
徴
兵
検
査
を
受
け
た
後
、
学
生
生
徒
は
一
斉
に
陸
海
軍
へ
入
営
・
入
団
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

文
部
省
学
徒
報
国
団
本
部
に
よ
る
出
陣
学
徒
壮
行
会
が
神
宮
外
苑
競
技
場
で
挙
行
さ
れ
た
の
が
、
同
年
一
〇
月
二
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
学
徒
出
陣
」
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、「
学
徒
出
陣
」
は
用
語
と
し
て
の
知
名
度
の
高
さ
と
裏
腹
に
、そ
の
全
体
像
が
把
握
さ
れ
て
い
る
と
は
、必
ず
し
も
言
い
難
い
。

先
行
す
る
京
都
大
学
の
関
係
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
一
〇
年
ほ
ど
前
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
一
体
何
人
が
こ
の
時
期
在
学
中
に
徴
集
さ
れ
た

の
か
、
何
人
が
亡
く
な
っ
た
の
か
と
い
っ
た
最
も
基
本
的
な
デ
ー
タ
す
ら
存
在
し
て
い
な
い（
）
1

」
段
階
な
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
個
々
の
大

学
に
お
け
る
調
査
・
研
究
の
進（
）展2

に
よ
り
、
こ
の
状
況
に
は
変
化
が
生
じ
て
い
る
が
、「
学
徒
出
陣
」
を
巡
っ
て
は
、「「
知
名
度
」
と
「
知

識
」
の
ギ
ャ
ッ
プ（
）
3

」
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
以
上
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
中
央
大
学
（
以
下
「
本
学
」
と
略
す
）
の
現
状
に
目
を
向
け
た
い
。
戦
後
、
一
九
五
五
年
一
一
月
の

創
立
七
〇
周
年
記
念
時
の
物
故
者
慰
霊
祭
に
あ
わ
せ
、
本
学
で
は
戦
没
学
生
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
一
九
三
七
年
七
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月
か
ら
一
九
四
五
年
八
月
ま
で
の
応
召
者
が
対
象
と
さ
れ
、「
学
徒
出
陣
」
の
学
生
も
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
、
作
成

さ
れ
た
冊
子
が
『
中
央
大
学
在
学
中　

戦
没
者
名
簿
』（
一
九
五
五
年
一
〇
月（
）
4

）
で
あ
る
。
こ
の
間
の
調
査
結
果
を
反
映
し
、
そ
こ
に
は

四
〇
一
名
の
在
学
中
の
戦
没
学
生
の
氏
名
が
、
戦
没
情
報
（
戦
没
地
名
・
年
月
日
）
等
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
七
〇
周

年
記
念
式
典
で
催
行
さ
れ
た
慰
霊
祭
の
祭
祀
者
一
覧
に
は
、
学
員
戦
没
者
三
八
〇
名
等
と
と
も
に
、
こ
の
四
〇
一
名
の
氏
名
が
加
え
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
学
の
学
生
関
係
の
戦
没
者
は
こ
れ
が
全
て
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
こ
れ
以
後
、
関
連
（
継
続
）
調
査
が
実
施

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
全
貌
は
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
二
〇
一
五
年
よ
り
活
動
を
開
始
し
た
「
戦
争
と
中
央
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
）
5

」
の
趣
旨
の
下
、
本
学
の
「
学
徒
出
陣
」
関
係
史

料
の
調
査
を
大
学
史
資
料
課
（
以
下
「
当
課
」
と
略
す
）
が
開
始
し
た
。
こ
こ
で
検
討
対
象
と
し
た
の
は
、「
学
徒
出
陣
」
の
該
当
世
代

に
あ
た
る
一
九
四
一
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
、
五
ヶ
年
間
に
渡
る
学
部
・
専
門
部
・
予
科
の
入
学
生
で
あ
る
。
こ
の
世
代
を
分
析
す

る
こ
と
に
よ
り
、
出
陣
学
徒
の
実
数
を
把
握
し
、
さ
ら
に
生
還
者
と
戦
没
者
、
復
学
者
と
非
復
学
者
と
い
っ
た
、
数
値
的
内
訳
の
解
明
の

可
能
性
が
あ
る
。
加
え
て
、
当
時
の
仮
卒
業
制
度
の
運
用
や
学
生
達
の
復
学
時
の
様
相
等
も
明
ら
か
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

以
下
、
こ
こ
に
お
い
て
は
、
二
〇
一
五
年
五
月
よ
り
二
〇
一
六
年
一
月
迄
の
調
査
作
業
で
明
ら
か
に
な
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

そ
の
際
、
中
心
と
な
る
事
項
は
二
点
あ
る
。
ま
ず
一
点
目
は
、
先
述
の
『
中
央
大
学
在
学
中　

戦
没
者
名
簿
』
の
作
成
に
関
わ
る
事
柄
で
、

特
に
当
課
所
蔵
の
一
八
〇
〇
点
余
の
調
査
葉
書
と
関
連
史
料
に
つ
い
て
。
そ
し
て
二
点
目
は
、
学
籍
原
簿
の
調
査
検
討
に
つ
い
て
。
以
上

の
二
点
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
調
査
は
二
〇
一
五
年
の
開
始
で
あ
り
、
未
だ
年
数
を
経
て
い
な
い
。
得
ら
れ
た
数
値
の
統
計
処
理
も
未
了
で
あ
り
、
後
述
す

る
学
籍
原
簿
に
関
し
て
も
、
記
録
撮
影
は
実
施
し
た
も
の
の
、
一
部
に
補
充
調
査
が
必
要
な
部
分
も
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
報
告
は
文
字
通
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り
調
査
の
中
間
報
告
に
止
ま
る
も
の
と
な
る
。
積
み
残
さ
れ
た
諸
課
題
は
、
今
後
の
調
査
進
展
の
な
か
で
解
決
さ
れ
る
も
の
と
諒
解
さ
れ

た
い
。
な
お
、
資
料
中
の
「
戦
歿
」
は
「
戦
没
」
に
、「
廿
年
度
」
は
「
二
〇
年
度
」
に
表
記
を
統
一
し
た
。

一　

本
学
の
戦
没
学
生
調
査
と
関
係
史
料

　

「
戦
争
と
中
央
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
開
始
し
た
本
調
査
は
、
一
九
五
五
年
の
創
立
七
〇
周
年
記
念
を
期
し
て

実
施
さ
れ
た
、
戦
没
学
生
調
査
以
来
の
試
み
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
先
行
調
査
の
成
果
で
あ
る
『
中
央
大
学
在
学
中　

戦
没
者
名
簿
』

の
分
析
・
検
討
は
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
調
査
過
程
で
当
課
に
お
い
て
所
蔵
を
確
認
し
た
関
係
史
料
に
言
及
し
つ
つ
、『
戦
没
者

名
簿
』
を
再
検
討
す
る
も
の
と
し
た
い
。

（
一
）『
中
央
大
学
在
学
中　

戦
没
者
名
簿
』

　

当
課
が
所
蔵
す
る
標
記
の
史
料
は
、『
中
央
大
学
百
年
史
編
集
ニ
ュ
ー
ス
』（
第
九
号
、
一
九
八
七
年
）
に
お
い
て
、
概
略
が
紹
介
さ
れ

て
い
る（
）
6

。
ま
た
、『
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
中
大
一
二
五　

一
八
八
五
↓
二
〇
一
〇
』（
二
〇
一
〇
年
）
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る（
）
7

。
こ
れ

ら
を
参
照
し
、
ま
た
当
時
の
『
中
央
大
学
学
報
』
を
引
き
つ
つ
、
こ
こ
で
は
『
中
央
大
学
在
学
中　

戦
没
者
名
簿
』
の
作
成
に
至
る
経
緯

を
整
理
し
た
い
。

　

一
九
五
五
年
一
一
月
開
催
の
創
立
七
〇
周
年
記
念
式
典
を
控
え
、
本
学
で
は
慰
霊
祭
の
催
行
を
目
的
と
し
た
戦
没
学
生
の
調
査
を
実
施

し
て
い
る
。
こ
の
時
期
、『
中
央
大
学
学
報
』
に
は
、
七
〇
周
年
記
念
委
員
会
事
務
局
名
で
戦
没
学
生
調
査
に
つ
い
て
の
記
事
が
二
度
に

渡
り
掲
載
さ
れ
、
情
報
提
供
を
呼
び
か
け
て
い
る（
）
8

。
ま
ず
、
一
九
五
四
年
一
月
の
第
一
七
巻
第
一
号
で
は
「
慰
霊
祭
挙
行
の
た
め　

戦
没

学
生
調
査
」
の
標
題
の
も
と
「
こ
の
た
び
の
調
査
は
仮
卒
業
の
認
定
あ
り
た
る
者
、
お
よ
び
在
学
中
兵
役
服
務
の
手
続
を
し
て
そ
の
後
消
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息
不
明
と
な
っ
た
者
を
対
象
と
し
」
た
と
記
す
。
そ
の
後
、
同
年
七
月
の
第

一
七
巻
第
四
号
に
お
い
て
は
「
在
学
中
の
戦
没
者
調
査
に
つ
い
て
」
の
標
題

の
下
、「
無
名
の
勇
士
が
多
数
戦
没
し
て
い
る
は
ず
だ
と
、
昭
和
十
年
度
の

入
学
者
か
ら
十
九
年
度
の
入
学
者
に
つ
き
、
学
籍
簿
に
兵
役
服
務
の
た
め
休

学
手
続
を
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
者
の
、現
状
を
調
査
す
る
こ
と
に
し
た
」

と
、
そ
の
目
的
・
対
象
を
強
調
す
る
。
両
記
事
と
も
、
慰
霊
祭
の
実
施
を
前

提
と
し
た
調
査
で
あ
り
、
在
学
中
の
戦
没
者
情
報
の
収
集
に
重
き
が
あ
る
旨

が
強
調
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
。
か
か
る
方
向
性
の
も
と
で
、
本
学
に
お
け
る

戦
没
学
生
の
調
査
が
進
行
し
た
の
で
あ
る
。

　

も
と
よ
り
、
こ
れ
ら
は
、
刊
行
さ
れ
た
『
戦
没
者
名
簿
』
の
「
名
簿
編
製

に
つ
い
て
」
の
記
述
、
つ
ま
り
「
昭
和
十
年
度
の
入
学
者
よ
り
二
〇
年
度
の

入
学
者
に
つ
き
学
籍
簿
に
兵
役
服
務
の
届
出
の
侭
消
息
不
明
者
約
千
八
百
余

名
に
つ
き
入
学
当
時
の
本
籍
地
の
市
区
町
村
長
に
照
会
し
」
た
と
す
る
記
述

と
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
同
じ
く
「
名
簿
編
製
に
つ
い
て
」
に
記

さ
れ
た
よ
う
に
「
仮
卒
業
者
又
は
戦
没
後
卒
業
を
認
定
さ
れ
た
者
は
学
員
戦

没
者
と
し
て
」
名
簿
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
し
て
、
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
が
集
成
さ
れ
て
、
刊
行

『中央大学在学中　戦没者名簿』
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を
み
た
の
が
『
中
央
大
学
在
学
中　

戦
没
者
名
簿
』
な
の
で
あ

る
。
合
計
二
〇
丁
の
構
成
。
こ
の
戦
没
者
情
報
の
項
目
は
、
順
に
、

①
氏
名
、
②
戦
没
情
報
（
死
没
年
月
日
・
場
所
）、
③
入
学
年
次
、

④
本
籍
、
⑤
遺
族
氏
名
の
、
合
計
五
項
目
で
あ
る
。
し
か
し
、
後

述
す
る
調
査
葉
書
か
ら
『
戦
没
者
名
簿
』
に
情
報
を
引
き
移
す
際

に
生
じ
た
誤
記
等
も
散
見
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
訂
正
と
学

生
の
所
属
情
報
等
の
追
加
も
含
め
、
本
名
簿
を
ベ
ー
ス
と
し
た
補

正
作
業
を
現
在
進
行
さ
せ
て
い
る
。
戦
没
学
生
の
傾
向
や
特
徴
等
、

今
後
判
明
す
る
こ
と
も
ま
た
多
い
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

　
　
　

 

（
二
）
戦
没
学
生
の
調
査
葉
書

　
『
中
央
大
学
在
学
中　

戦
没
者
名
簿
』
の
作
成
に
際
し
、
学
籍

原
簿
に
記
載
の
本
籍
地
役
場
に
、
学
生
の
安
否
確
認
の
往
復
葉
書

を
送
達
し
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
葉
書
の
記

述
情
報
が
、『
戦
没
者
名
簿
』
の
基
盤
情
報
と
な
っ
た
訳
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
葉
書
（
一
部
に
封
書
）
を
、
一
群
の
史
料
と
し
て

当
課
が
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
は
、
二
〇
一
五
年
五

月
の
こ
と
で
あ
る（
）
9

。
こ
の
確
認
当
初
の
保
存
秩
序
に
あ
っ
て
、
葉

戦没者調査葉書（全体）
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書
は
返
送
時
期
に
よ
っ
て
五
群
程
度
に
分
割
さ
れ
て
い
た
。
最
も
多
い
の
は
、

『
戦
没
者
名
簿
』
刊
行
の
前
年
、
一
九
五
四
年
二
月
の
返
送
分
で
約
三
五
〇

件
。
こ
れ
に
、
同
年
五
〜
六
月
に
か
け
て
の
返
送
分
が
約
八
〇
件
で
続
く
。

以
後
、
同
年
一
〇
月
ま
で
葉
書
の
返
送
が
続
い
て
お
り
、
そ
の
総
点
数
は
約

一
八
〇
〇
点（
）
10

に
及
ぶ
。

　

こ
の
た
び
、
こ
れ
ら
一
八
〇
〇
点
余
の
葉
書
を
分
類
・
精
査
し
た
と
こ
ろ
、

生
存
情
報
が
最
も
多
く
、一
〇
〇
〇
余
件
。
戦
死
・
戦
傷
病
死
が
五
〇
〇
余
件
。

復
員
後
の
死
亡
（
戦
争
と
の
関
連
は
薄
い
）
が
七
〇
余
件
。
残
り
の
一
六
〇

件
ほ
ど
が
消
息
不
明
（
未
復
員
等
を
含
む
）
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
、
本
史

料
群
は
『
戦
没
者
名
簿
』
の
作
成
過
程
で
の
担
当
部
署
に
お
け
る
検
討
の
過

程
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
内
容
を
再
検
証
す
る
意
味
に
お
い
て

も
、
価
値
は
高
い
。

　
　
　

 

（
三
）『
在
学
中
兵
役　

戦
没
者
名
簿
』

　

前
記
の
調
査
葉
書
同
様
に
、
こ
の
度
の
調
査
に
際
し
て
、
当
課
に
お
い
て

所
蔵
を
再
確
認
し
た
史
料
が
も
う
一
点
あ
る
。『
中
央
大
学
在
学
中　

戦
没

者
名
簿
』
の
完
成
に
至
る
前
段
階
で
作
成
さ
れ
た
稿
本
で
あ
る
。
完
成
版
と

体
裁
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
当
初
は
卒
業
年
別
、
所
属
別
に
学
生
を
集
約

戦没者調査葉書（一部）
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し
て
採
録
の
予
定
で
あ
っ
た
模
様
で
あ
る
。
ま
た
、所
々
に
書
込
み
の
あ
る『
報

告
二
依
ル
戦
没
者
』が
別
冊
で
添
付
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
が
総
合
さ
れ
て
、『
中

央
大
学
在
学
中　

戦
没
者
名
簿
』
に
至
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
も
ま

た
、『
戦
没
者
名
簿
』
の
生
成
過
程
の
全
て
を
明
ら
か
に
す
る
史
料
で
は
な
い
が
、

完
成
版
と
の
比
較
検
討
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　

な
お
、
本
来
『
在
学
中
兵
役　

戦
没
者
名
簿
』
は
先
述
し
た
調
査
葉
書
と
同

一
の
群
で
保
存
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
と
も
に
、
中
央
大
学
七
〇
周
年
記

念
委
員
会
事
務
局
か
ら
本
学
広
報
課
を
経
て
、
一
九
八
五
年
五
月
に
大
学
史
編

纂
課
（
当
課
の
前
身
）
に
移
管
さ
れ
た
史
料
で
あ
る（
）
11

。

　
　
　

 

（
四
）『
中
央
大
学
在
学
中　

戦
没
者
名
簿
』
に
未
掲
載
の
二
六
名
に

　
　
　
　
　
　

 

つ
い
て

　

本
名
簿
に
は
四
〇
一
名
の
在
学
戦
没
者
の
氏
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

四
〇
一
名
と
、
先
述
の
調
査
葉
書
を
照
合
し
た
と
こ
ろ
、
本
籍
地
役
場
の
報
告

に
よ
り
戦
没
の
事
実
が
確
認
さ
れ
な
が
ら
、『
戦
没
者
名
簿
』
に
氏
名
が
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
学
生
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
数
は
合
計

二
六
名
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
学
生
の
詳
細
を
学
籍
原
簿
に
よ
り
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
一
六
名
が
卒
業
生
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
併
せ
て
、
創
立
七
〇
周

『在学中兵役　戦没者名簿』
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年
記
念
式
典
で
開
催
さ
れ
た
物
故
者
慰
霊
祭
に
お
け
る
祭
祀
者
一
覧（
）
12

の
「
学
員
戦
没
者
」
の
な
か
に
、
こ
れ
ら
の
一
六
名
が
含
ま
れ
る
こ

と
も
分
か
っ
た
。
つ
ま
り
、卒
業
生
で
あ
っ
た
こ
と
で「
学
員
戦
没
者
」と
し
て
分
類
さ
れ
、在
学
生
と
は
別
扱
い
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
点
は
、『
中
央
大
学
学
報
』
に
お
い
て
強
調
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
通
じ
る
事
柄
で
あ
る
。
但
し
、残
る
一
〇
名
は
未
卒
業
の
扱
い
で
あ
っ

た
。『
戦
没
者
名
簿
』
へ
の
収
録
が
無
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
調
査
課
題
と
し
た
い（
）
13

。

二　

学
籍
原
簿
の
調
査
・
検
討

　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
度
の
調
査
に
あ
た
り
、「
学
徒
出
陣
」
の
該
当
年
代
と
し
て
一
九
四
一
年
か
ら
一
九
四
五
年
を
設
定
し
、

こ
の
間
の
入
学
生
の
学
籍
原
簿
の
調
査
を
計
画
し
た
。
具
体
的
に
は
、
学
籍
原
簿
に
兵
役
情
報
の
ス
タ
ン
プ
の
あ
る
事
例
の
記
録
撮
影
で

あ
る
。
以
下
の
記
述
は
、
こ
の
作
業
過
程
で
明
ら
か
と
な
っ
た
事
柄
で
あ
る
。

　

な
お
、
撮
影
作
業
は
、
関
係
す
る
法
・
経
済
・
商
三
学
部
の
許
可
を
得
て
実
施
し
た
。
期
間
は
二
〇
一
五
年
一
一
月
四
日
（
水
）
よ
り
、

同
月
二
〇
日
（
金
）
ま
で
の
実
質
一
〇
日
間
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
で
あ
る
。

（
一
）
学
籍
原
簿
の
様
態

　

戦
前
期
の
学
籍
原
簿
は
、
現
在
す
べ
て
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
に
よ
る
再
編
綴
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
戦
後
の
あ
る
時
期
に
、
一
括
で
再

編
処
理
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
再
編
時
の
処
理
で
あ
ろ
う
が
、
個
票
の
並
び
は
学
生
の
所
属
（
学
部
・
専
門
部
・
予
科
）

ご
と
に
、
五
十
音
順
で
全
て
配
列
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
、「
学
籍
・
成
績
簿
」
の
標
題
の
下
で
「
学
部
・
専
門
部
」
の
系
統
と
、

「
学
籍
簿
」
の
標
題
の
下
で
「
予
科
」
の
系
統
に
分
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、学
部
・
専
門
部
の
系
統
は
、「
卒
業
」
と
「
未
卒
」（
未
卒
業
）

と
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
未
卒
の
系
統
に
あ
っ
て
は
、
一
九
三
六
年
か
ら
一
九
四
〇
年
に
か
け
て
入
学
し
、
兵
役
に
就
い
た
学
生
の
学
籍
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原
簿
が
、「
応
召
」
簿
冊
と
し
て
六
分
冊
に
調
製
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
兵
役
に
つ
い
た
学
生
が
多
か
っ
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
理
由
・
背
景
に
関
し
て
は
今
後
解
明
の
要
が
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
予
科
に
つ
い
て
は
、
学
部
・
専
門
部
と
は
様
相
が
異
な
る
。
ま
ず
、
予
科
の
簿
冊
は
「
学
籍
簿
」
の
標
題
の
も
と
で
、
第
一
予

科
と
第
二
予
科
に
分
割
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
同
様
に
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
に
よ
り
再
編
さ
れ
て
い
る
が
、
学
籍
原
簿
の
様
式
が
学
部
・
専
門
部

と
は
異
な
る
た
め
、
外
形
上
の
違
い
（
横
長
）
が
あ
る
。

　

次
に
、
様
式
面
か
ら
学
籍
原
簿
を
み
る
と
、
学
部
・
専
門
部
の
系
統
と
予
科
の
系
統
で
は
、
大
き
な
相
違
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま

ず
、
学
部
・
専
門
部
の
学
籍
原
簿
は
、
Ｂ
５
判
の
厚
紙
製（
）
14

で
、
用
紙
の
上
半
分
に
学
籍
番
号
・
氏
名
の
他
、
学
生
の
基
本
情
報
の
記
入
欄

が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
兵
役
関
係
で
は
、「
徴
兵
事
故
」
欄
と
「
摘
要
」
欄
が
こ
れ
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
原
簿
の
下
半
分
が

各
学
年
に
お
け
る
成
績
評
価
欄
と
な
っ
て
い
る
。

　

他
方
、
予
科
（
第
一
、
第
二
）
に
あ
っ
て
は
、
二
名
の
学
生
の
情
報
が
一
枚
の
様
式
に
記
入
さ
れ
、
し
か
も
成
績
評
価
の
記
載
欄
が
無
く
、

判
型
自
体
が
異
な
る
も
の
だ
っ
た
。
よ
っ
て
、
予
科
の
学
籍
簿
に
盛
り
込
ま
れ
た
情
報
は
、
紙
幅
が
狭
い
こ
と
も
あ
り
、
極
め
て
限
定
的

な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
後
述
す
る
兵
役
情
報
に
関
し
て
も
、
自
ず
と
情
報
量
の
制
約
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。

（
二
）
兵
役
情
報
の
処
理

　

既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
学
籍
原
簿
の
中
段
右
の
摘
要
欄
に
は
学
生
の
兵
役
情
報
が
記
さ
れ
た
。
本
来
、
当
該
欄
は
転
部
・
転
科
等
の

学
籍
の
変
更
情
報
が
記
さ
れ
る
箇
所
の
は
ず
で
あ
る
。
実
際
、
そ
の
よ
う
な
使
用
例
が
多
い
。
し
か
し
一
方
で
、
大
学
側
で
把
握
さ
れ
た

学
生
の
兵
役
情
報
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
学
部
・
専
門
部
に
関
し
て
は
、
当
該
欄
に
専
用
の
縦
型
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
、
こ
こ

に
兵
役
情
報
が
集
約
さ
れ
た
。
主
と
し
て
、兵
役
関
連
の
事
務
量
の
増
大
か
ら
、ス
タ
ン
プ
が
製
作
さ
れ
、使
用
に
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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そ
し
て
、
こ
の
ス
タ
ン
プ
に
は
複
数
の
種
類
が
あ
り
、
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
学
籍
原
簿
よ
り
確
認
さ
れ
る
。
大
別
す
る
と
、「
兵
役
」
と
「
出
陣
」
の

二
種
類
の
ス
タ
ン
プ（
）
15

で
あ
る
。
形
式
的
に
見
れ
ば
、
最
上
段
に
「
休
学
」
と
あ
り
、

そ
の
下
に
休
学
の
始
期
と
終
期
を
記
入
す
る
た
め
の
空
欄
が
左
右
に
あ
っ
た
。
そ
し

て
、「
事
由
」
の
下
、
最
下
段
に
「
兵
役
」、
或
い
は
「
出
陣
」
の
文
字
が
置
か
れ
た

の
で
あ
る
。

　

こ
の
、
基
本
的
に
同
形
式
の
「
兵
役
」
と
「
出
陣
」
の
ス
タ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、

恐
ら
く
日
中
戦
争
期
に
前
者
が
作
ら
れ
、
続
い
て
先
行
す
る
形
式
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、

前
者
と
の
切
り
分
け
を
意
図
し
て
、後
者
が
製
作
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。例
え
ば
、

学
生
の
一
斉
入
隊
が
実
施
さ
れ
た
一
九
四
三
年
一
二
月
を
ひ
と
つ
の
画
期
と
し
て
も

想
定
さ
れ
よ
う
。
と
も
あ
れ
、
今
後
、
両
者
の
サ
ン
プ
ル
調
査
を
重
ね
、
ス
タ
ン
プ

の
登
場
時
期
と
実
際
に
使
用
さ
れ
た
期
間
と
の
相
関
関
係
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
加
え
て
、こ
れ
ま
で
の
調
査
の
限
り
、当
初
は
ス
タ
ン
プ
の
種
別
に
よ
り
、赤（
兵

役
）、
青
（
出
陣
）
と
、
イ
ン
ク
の
色
を
使
い
分
け
た
傾
向
も
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、

当
初
よ
り
、「
兵
役
」
と
「
出
陣
」
と
を
峻
別
す
る
意
図
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
時
の
兵
役
事
務
の
処
理
に
あ
た
っ
て
は
、
補
完
的
に
小
型
の
ス
タ
ン
プ
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。「
応
召
」、「
兵
休
」、「
戦

死
」、「
死
亡
」
の
四
種
類
が
そ
れ
で
あ
る
。
小
型
ス
タ
ン
プ
は
、
単
独
で
用
い
ら
れ
る
場
合
も
見
ら
れ
る
が
、
概
ね
、
兵
役
・
出
陣
と
い

兵役関係スタンプ（出陣） 兵役関係スタンプ（兵役＋死亡）
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う
主
情
報
の
補
完
の
意
味
か
ら
併
用
さ
れ
る
事
例
が
多
い
。
例
え
ば
、
戦
没
情
報
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
い
ず
れ
か
の
兵
役
情
報
ス
タ

ン
プ
の
脇
に
、「
戦
死
」
も
し
く
は
「
死
亡
」
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
、
さ
ら
に
手
書
き
で
戦
没
情
報
（
戦
没
年
月
日
、
戦
没
地
等
）
が
補

記
さ
れ
る
と
い
う
訳
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
先
に
紹
介
し
た
二
種
類
の
も
の
と
は
異
な
り
、
遥
か
に
小
型
で
あ
っ
た
が
、
学
籍
原
簿
の
摘

要
欄
に
た
び
た
び
現
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
兵
役
情
報
の
記
入
に
あ
た
っ
て
複
数
の
ス
タ
ン
プ
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
れ
ら
と
同
型
・
類
似
の
ス
タ
ン
プ
が
、

同
時
期
に
存
在
し
た
。「
病
」
の
ス
タ
ン
プ（
）
16

で
あ
る
。
こ
れ
が
学
籍
原
簿
に
お
い
て
顕
在
化
す
る
の
は
、
主
に
戦
争
末
期
か
ら
戦
後
に
か

け
て
の
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
同
形
式
の
縦
型
ス
タ
ン
プ
の
系
統
と
し
て
は
、「
兵
役
」、「
出
陣
」、
そ
し
て
「
病
」
と
製
作
さ
れ
使
用

さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
ス
タ
ン
プ
の
系
譜
に
つ
い
て
も
、
今
後
確
認
の
要
が
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
兵
役
情
報
に
関
わ
る
主
要
二
種
類
の
ス
タ
ン
プ
に
は
、
同
形
式
で
小
型
（
縮
小
版
）
の
も
の
が
あ
り
、
実
際
の
使
用
例
も
多
い
。

摘
要
欄
へ
の
、
兵
役
情
報
等
の
記
入
事
項
の
増
大
を
想
定
し
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
も
使
用
の
パ
タ
ー
ン
を
解
き
明
か
す
必
要

が
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
こ
こ
で
分
析
の
対
象
と
し
た
の
は
、
学
部
・
専
門
部
の
学
籍
原
簿
に
限
ら
れ
る
。
様
式
・
体
裁
の
異
な
る
予
科
の
そ
れ
に
つ
い

て
い
え
ば
、
学
籍
簿
に
兵
役
情
報
が
明
確
に
現
れ
る
事
例
は
、
今
般
の
調
査
の
限
り
で
は
僅
少
で
あ
る
。
戦
没
情
報
が
上
下
の
余
白
に
手

書
き
さ
れ
る
例
も
散
見
さ
れ
る
が
、
学
部
・
専
門
部
の
よ
う
に
、
大
小
複
数
の
ス
タ
ン
プ
を
駆
使
し
て
兵
役
情
報
が
学
籍
原
簿
上
に
記
録

さ
れ
る
事
例
は
見
ら
れ
な
い
。
予
科
生
の
兵
役
情
報
が
何
処
に
、ど
の
よ
う
に
記
録
・
管
理
さ
れ
た
の
か
、併
せ
て
調
査
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

む
す
び
に
か
え
て　

―
成
果
と
課
題
―
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以
上
が
、
本
学
所
蔵
の
「
学
徒
出
陣
」
関
係
史
料
の
概
要
と
、
こ
れ
迄
に
得
ら
れ
た
調
査
の
結
果
で
あ
る
。
本
調
査
は
創
立
七
〇
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
一
九
五
〇
年
代
に
実
施
さ
れ
て
以
来
の
、
戦
没
学
生
調
査
と
な
る
。
新
た
な
発
見
が
あ
る
一
方
、
未
だ
残
さ
れ

た
課
題
も
多
い
。
最
後
に
、
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
概
観
し
、
本
調
査
の
ま
と
め
と
し
た
い
。

　

第
一
の
成
果
は
、『
中
央
大
学
在
学
中　

戦
没
者
名
簿
』（
一
九
五
五
年
一
〇
月
）
の
作
成
に
あ
た
り
、
そ
の
根
拠
情
報
と
な
っ
た
多
数

の
葉
書
が
、
ほ
ぼ
原
型
の
ま
ま
再
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
戦
没
者
名
簿
の
稿
本
と
併
せ
て
、
本
名
簿
の
作
成
に
至
る
過
程

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、
葉
書
に
記
さ
れ
た
情
報
に
よ
り
、
名
簿
の
記
述
事
項
（
特
に
戦
没
地
等
）
の
補
正
が
可

能
と
な
っ
た
こ
と
は
大
き
い
。
そ
し
て
、
第
二
の
成
果
は
、
右
記
に
関
連
し
て
、
戦
没
学
生
二
六
名
が
『
戦
没
者
名
簿
』
に
氏
名
を
掲
載

さ
れ
な
か
っ
た
理
由
が
ほ
ぼ
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
三
の
成
果
は
、
関
係
す
る
三
学
部
（
法
・
経
済
・
商
）
の
許

可
を
得
て
実
施
し
た
学
籍
原
簿
の
調
査
に
よ
り
、当
該
期
の
学
生
の
兵
役
情
報
の
処
理
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

学
部
・
専
門
部
に
お
い
て
兵
役
情
報
の
処
理
に
際
し
て
駆
使
さ
れ
た
、「
出
陣
」「
兵
役
」
等
の
各
種
ス
タ
ン
プ
の
用
法
を
指
摘
し
た
点
に

集
約
さ
れ
よ
う
。

　

一
方
で
、
残
さ
れ
た
課
題
も
ま
た
多
い
。
ま
ず
第
一
に
、
学
籍
原
簿
に
現
れ
た
兵
役
関
係
の
ス
タ
ン
プ
情
報
を
ど
の
よ
う
に
読
む
か
と

い
う
問
題
で
あ
る
。「
兵
役
」
と
「
出
陣
」
と
の
使
い
分
け
の
パ
タ
ー
ン
は
ま
ず
も
っ
て
解
明
の
必
要
が
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
こ
の
ス
タ

ン
プ
が
無
く
と
も
、
兵
役
に
就
き
戦
没
に
至
っ
た
学
生
が
い
た
可
能
性
を
、
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
か
。
以
上
は
、
最
終
的
に
統
計
処
理

を
す
る
際
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
と
な
ろ
う
。
第
二
に
、
予
科
学
生
の
兵
役
情
報
の
所
在
に
関
し
て
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、

予
科
の
学
籍
簿
か
ら
兵
役
情
報
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
難
し
い
。
関
連
す
る
記
録
か
ら
、
そ
れ
を
抽
出
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て

よ
り
大
き
な
課
題
と
し
て
、
第
三
に
、
学
籍
原
簿
よ
り
得
ら
れ
た
個
々
の
兵
役
情
報
を
集
計
し
て
、
様
々
な
観
点
か
ら
統
計
デ
ー
タ
を
導
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〈
注
〉

（
１
）　

西
山
伸
「
調
査
研
究
の
概
要
」『
平
成
一
六
・
一
七
年
度
総
長
裁
量
経
費
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

京
都
大
学
に
お
け
る
「
学
徒
出
陣
」
調
査
研
究

報
告
書　

第
一
巻
』
二
〇
〇
六
年
、
一
頁
。

（
２
）　

こ
の
間
、
各
大
学
に
お
い
て
多
く
の
成
果
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
東
京
大
学
史
史
料
室
編
『
東
京
大
学
の
学
徒
動
員
・
学
徒
出

陣
』（
一
九
九
八
年
）
や
京
都
大
学
大
学
文
書
館
編
『
京
都
大
学
に
お
け
る
「
学
徒
出
陣
」
調
査
研
究
報
告
書
（
第
一
巻
）』（
二
〇
〇
六
年
七

月
）、『
京
都
大
学
に
お
け
る
「
学
徒
出
陣
」
調
査
研
究
報
告
書
（
第
二
巻
）』（
二
〇
〇
六
年
三
月
）。
一
方
、
私
学
に
あ
っ
て
も
、
老
川
慶
喜
・

前
田
一
男
編
著
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
と
戦
争
―
立
教
学
院
の
デ
ィ
レ
ン
マ
―
』（
東
信
堂
、
二
〇
〇
八
年
）
や
明
治
大
学
史
資
料
セ
ン

タ
ー
編
『
戦
争
と
明
治
大
学
―
明
治
大
学
の
学
徒
出
陣
・
学
徒
勤
労
動
員
―
』（
二
〇
一
〇
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
白
井
厚
『
大
学
に
お
け
る

戦
没
者
追
悼
を
考
え
る
』（
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）。
個
別
の
論
考
で
は
、
川
口
浩
「
早
稲
田
大
学
戦
争
犠
牲
者
調
査
に
つ

い
て
」『
早
稲
田
大
学
史
紀
要
』（
第
一
八
巻
第
二
二
号
、一
九
八
六
年
）、西
川
賢
「﹇
統
計
﹈
立
命
館
大
学
関
係
の
「
学
徒
出
陣
」
者
数
調
査
」

『
立
命
館
百
年
史
紀
要
』（
第
二
号
、
一
九
九
四
年
）、
小
松
修
「
日
本
大
学
に
お
け
る
学
徒
出
陣
と
戦
没
者
」『
日
本
大
学
史
紀
要
』（
第
二
号
、

一
九
九
六
年
）、永
田
英
明
「
東
北
帝
国
大
学
に
お
け
る
「
学
徒
出
陣
」」『
東
北
大
学
史
料
館
紀
要
』（
第
二
号
、二
〇
〇
七
年
）、河
西
晃
祐
「
東

北
学
院
に
残
さ
れ
た
学
徒
出
陣
史
料
に
つ
い
て
」『
東
北
学
院
資
料
室
』（
第
一
三
号
、
二
〇
一
四
年
）、
星
洋
和
「「
往
復
文
書
類
綴
」
と
「
主

務
省
関
連
書
類
綴
」
に
つ
い
て
―
学
徒
出
陣
関
連
資
料
を
中
心
に
―
」『
東
北
学
院
資
料
室
』（
第
一
三
号
、
二
〇
一
四
年
）、
な
ど
が
挙
げ
ら

き
出
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
お
第
四
に
、今
後
は
学
籍
原
簿
以
外
の
学
内
史
料
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
も
と
よ
り
学
籍
原
簿
と
て
、

万
能
で
は
な
い
。
調
査
・
分
析
の
視
野
を
拡
げ
る
必
要
も
最
後
に
指
摘
し
た
い
。

　

以
上
が
、
二
〇
一
五
年
度
の
本
調
査
に
関
す
る
成
果
と
課
題
の
総
括
で
あ
る
。「
戦
争
と
中
央
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
始
ま
っ
て

よ
り
な
お
日
が
浅
い
。
今
後
、
さ
ら
な
る
調
査
を
進
め
、
指
摘
し
た
課
題
の
解
決
を
果
た
し
、
本
学
の
「
学
徒
出
陣
」
に
関
す
る
全
体
像

の
構
築
に
貢
献
す
る
も
の
と
し
た
い
。

 

（
大
学
史
資
料
課
嘱
託
）
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れ
る
。
な
お
、日
本
大
学
は
学
籍
簿
や
授
業
料
台
帳
等
を
用
い
て
学
徒
出
征
者
数
を
調
査
・
報
告
し
て
い
る
。（「
学
徒
出
征
数
調
査
報
告
」『
大

学
史
編
纂
課
だ
よ
り
』
第
九
号
、
二
〇
一
五
年
、
五
―
七
頁
）。

（
３
）　

西
山
伸
「「
学
徒
出
陣
」
研
究
序
説
」『
知
の
メ
デ
ィ
ア
の
歴
史
研
究
―
教
育
史
像
の
再
構
築
―
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
〇
年
、
二
八
一
頁
。

（
４
）　

中
央
大
学
大
学
史
資
料
課
所
蔵
。

（
５
）　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
は
、
①
講
演
会
、
②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
③
展
示
、
そ
し
て
④
「
学
徒
出
陣
」
関
係
史
料
の
調
査
、
よ
り
構
成
さ
れ
る
。

詳
細
は
、
本
号
掲
載
の
「【
報
告
】
戦
争
と
中
央
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
文
責
・
大
学
史
資
料
課
長
平
井
裕
二
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
６
）　
「〈
資
料
紹
介
〉
大
学
史
編
纂
課
蔵
『
中
央
大
学
在
学
中　

戦
没
者
名
簿
』」『
中
央
大
学
百
年
史
編
集
ニ
ュ
ー
ス
』
第
九
号
、
一
九
八
七
年
。

（
７
）　

中
央
大
学
入
学
セ
ン
タ
ー
事
務
部
大
学
史
編
纂
課
編
『
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
中
大
一
二
五　

一
八
八
五
↓
二
〇
一
〇
』
二
〇
一
〇
年
、

一
八
〇
―
一
八
一
頁
。

（
８
）　
『
中
央
大
学
学
報
』
第
一
七
巻
第
一
号
、
一
九
五
四
年
一
月
、
一
六
・
一
七
頁
。『
中
央
大
学
学
報
』
第
一
七
巻
第
四
号
、
一
九
五
四
年
七
月
、

八
・
九
頁
。

（
９
）　

葉
書
は
そ
の
他
の
編
纂
関
係
史
料
と
と
も
に
一
括
保
存
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
が
、
一
九
八
五
年
に
簡
易
整
理
の
う
え
文
書
箱

に
収
容
し
た
こ
と
で
、ほ
ぼ
散
逸
す
る
こ
と
無
く
現
在
ま
で
残
存
し
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
群
が
収
容
さ
れ
て
い
た
整
理
用
封
筒
の
記
載
か
ら
、

本
史
料
が
広
報
課
よ
り
一
九
八
五
年
五
月
一
日
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
10
）　

こ
の
数
値
は
『
戦
没
者
名
簿
』
が
調
査
対
象
と
し
た
「
兵
役
服
務
の
届
出
の
侭
消
息
不
明
者
約
千
八
百
余
名
」
に
対
応
す
る
。

（
11
）　
『
在
学
中
兵
役　

戦
没
者
名
簿
』、
及
び
戦
没
学
生
の
調
査
葉
書
、
そ
れ
ぞ
れ
が
収
容
さ
れ
た
封
筒
表
面
の
来
歴
記
述
は
、
出
所
が
同
一
で

あ
る
こ
と
を
示
す
。

（
12
）　
『
中
央
大
学
学
報
』
第
一
九
巻
第
一
号
、一
九
五
六
年
一
月
、二
二
―
二
三
頁
。
な
お
、慰
霊
祭
に
お
け
る
祭
祀
者
は
、故
創
立
者
（
一
八
名
）、

故
役
員
（
二
五
名
）、
故
名
誉
教
授
、（
二
名
）
そ
し
て
学
員
戦
没
者
（
三
八
〇
名
）、
学
生
戦
没
者
（
四
〇
一
名
）
の
五
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
た
。

（
13
）　

こ
の
他
に
『
戦
没
者
名
簿
』
に
氏
名
の
掲
載
が
あ
り
な
が
ら
、
葉
書
自
体
が
所
在
不
明
の
学
生
が
八
名
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
遺
族
・

学
友
等
か
ら
の
戦
没
情
報
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
14
）　

学
籍
原
簿
の
紙
質
は
、
一
九
四
四
年
頃
よ
り
薄
手
の
も
の
に
変
更
さ
れ
、
著
し
い
低
下
が
見
ら
れ
る
。

（
15
）　
「〈
資
料
紹
介
〉
大
学
史
編
纂
課
蔵
『
中
央
大
学
在
学
中　

戦
没
者
名
簿
』」『
中
央
大
学
百
年
史
編
集
ニ
ュ
ー
ス
』
第
九
号
、
一
九
八
七
年
、

一
一
頁
。
な
お
、
ス
タ
ン
プ
の
サ
イ
ズ
は
、
と
も
に
縦
四
四
ミ
リ
×
横
一
一
ミ
リ
で
、
押
印
時
に
摘
要
欄
に
ほ
ぼ
収
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
16
）　

縦
四
四
ミ
リ
×
横
一
一
ミ
リ
。「
兵
役
」
や
「
出
陣
」
の
ス
タ
ン
プ
と
同
サ
イ
ズ
で
あ
る
。


